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【はじめに】
内側型野球肘は，Late Cocking（以下，LC）期

における外反ストレスが原因で生じることが一般

的である 1.2）. 本稿において報告する症例は，Ball 

Release（以下，BR）時において上腕骨滑車縁に疼

痛を認め，その疼痛の解釈に難渋した．この疼痛の

解釈において, 超音波画像診断装置（以下，エコー）

を用いた動態観察が有効であったので，考察を含め

実施した運動療法について報告する .

【症例】
高校の硬式野球部に所属する右投げ右打ちの内

野手である.キャッチボール中に肘関節内側部に疼

痛が出現したため, 当院を受診し運動療法が開始と

なった .

　　　　　　　　　　　　　

【経過ならびに理学所見と運動療法】
円回内筋（以下，PT） ･ 橈側手根屈筋（以下，FCR）･

浅指屈筋（以下，FDS）の圧痛を認め，肘関節伸展

可動域は-10° であった.治療開始当初の運動療法と

しては，PT・FCR・FDS に対する選択的ストレッチ

ングを中心に実施し，2 週目の運動療法終了時には，

圧痛および伸展可動域制限の改善を認め，外反スト

レステストも陰性となった .しかしながら，BR 時の

疼痛は依然として残存し，投球に支障をきたしてい

た .そのため，改めて評価を試みたところ，触診に

おいて上腕骨滑車縁に限局した圧痛を認め，前腕最

大回外位での肘関節伸展時および肘関節伸展位で

の自動回内運動時のいずれも BR 時と同様の疼痛を

認めた .そこで，疼痛を解釈するためにエコーを用い

て上腕骨滑車縁周囲の動態観察を行い，同時に健

側と患側で比較を行った .その結果，前腕最大回外

位での肘関節伸展に伴う上腕筋の短軸動態におい

て，健側では肘関節伸展に伴い PT の深層で上腕筋

が上腕骨滑車縁を越えて尺側方向に滑走する動態が

確認できた.しかし，患側では上腕筋の尺側方向への

滑走が乏しく，これによりPT が上腕骨滑車縁と摩

擦を起こしているような動態が確認された（図 1）.

図 1：前腕最大回外位での肘関節伸展に伴う上腕筋の短軸動態
健側：肘関節伸展に伴いPTの深層で上腕筋が滑車を越えて尺

側方向に滑走する動態が確認できる．
患側：上腕筋の尺側方向への滑走が乏しくPTが上腕骨滑車縁

と摩擦を起こしているような動態が確認された．
PT：円回内筋　滑車縁：上腕骨滑車縁　矢印：摩擦を起こしている

また，上腕筋の長軸動態においても，健側では上腕

骨滑車縁と PTとの間に上腕筋が介在しているのに

対し，患側ではこの介在がなくPT が上腕骨滑車縁

に突き上げられている様子が確認された （図 2）. 以

上のエコー観察を踏まえたうえで，肘関節伸展に伴

う上腕筋の尺側方向への滑走性を促す運動療法へ

変更後 4 週目の運動療法終了時には BR 時の疼痛
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が消失した（図 3）.

図2：前腕最大回外位での肘関節伸展に伴う上腕筋の長軸動態
健側：上腕骨滑車縁と PTとの間に上腕筋が介在している様子が

確認された．
患側：上腕筋の介在がなくPT が上腕骨滑車縁に突き上げられ

ている様子が確認された．
PT：円回内筋　滑車縁：上腕骨滑車縁

図3：治療　上腕筋のアプローチ
左：上腕筋の尺側方向へ滑走を促すようアプローチ 
右：上腕筋の持ち上げ＆トランスバースストレッチング

【考察】
内側型野球肘の多くは，LC 期に一致して肘関節

内側部に疼痛が生じ，その多くは PT・FCR・FDS

に対するリラクセーションにて疼痛は寛解する 3）.し

かしながら，本症例は BR 時に疼痛を認め，この疼

痛部位が上腕骨滑車縁に限局していたことから別の

病態の存在が考えられた .

上腕骨滑車縁周囲の動態としては，通常であれ

ば上腕筋は肘関節伸展にともない上腕骨滑車縁を

尺側方向に滑走する4）. また，肘関節伸展にともな

うPT の動態としては，前腕を回外するほど上腕骨

滑車縁を被覆する上腕筋の表層を走行することが分

かっている 5）. 一方，肘関節伸展位での自動回内運

動時においては，回内最終域で PT が上腕骨滑車

縁を乗り越える際に上腕骨滑車縁と PTとの間に上

腕筋が介在し，同部の圧緩衝に貢献していることが

予想される．本症例ではこの緩衝機能の破綻による

PT 自体の損傷が疼痛の要因と考えられた .

以上より，投球動作の BR 時に上腕骨滑車縁で

の疼痛を認める症例では，上腕筋の機能的変形に

よる緩衝作用が不十分である可能性があり，その把

握にはエコー観察が有用である .

 

 

図 4：肘関節伸展位での回内運動に
伴う上腕筋・円回内筋の動態

回内最終域で PT が上腕骨滑車縁を乗
り越える際に上腕筋が間に介在する様
子が観察できる．
PT：円回内筋

肘関節伸展位での回内運動
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